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序

当鹿島町内では、史跡佐太講武貝塚をはじめ、古浦砂丘遺跡、銅鐸。銅剣を出土した志

谷奥遺跡など著名な遺跡が数多く知られております。

今回は、島根原子力発電所2号機資材運搬道路が建設されることとなり、中国電力株式

会社の協力を得て、中世山城の郭の発掘調査を実施したものであります。

中世城郭の調査は、町内でははじめてであるとともに県下でも前例が少ないこととあわ

せ考えますと、今回の調査は今後の中世山城研究の貴重な一資料を提供したと申せましょ

つ。

ここに、発掘調査に対し、ど指導をいただいた島根県教育委員会、また終始ど協力いた

だいた中国電力株式会社をはじめとした関係各位に心から謝意を表し、報告書発刊のごあ

いさつとさせていただきます。

昭和58年3月

鹿島町教育委員会

教育長　矢　野　義　雄



例 紅瑠

1．本書は、鹿島町教育委員会が中国電力株式会社の委託を受けて実施した島根原子力発

電所2号機資材運搬道路新設に伴う氏穴遺跡発掘調査の記録である。

2．調査は、昭和57年9月且日から且　0月2日まで実施した。
うじあな

3．遺跡は、島根県八束郡鹿島町大字佐陀本郷字氏穴29日一且番地に所在し、調査は以

下の体制で行った。

啓務属　門田正幸（鹿島町教育委員会教育次長）

曽田　稔（　　同　　　　社会教育主事）

調査凰　赤沢秀則（　　同　　　　嘱託）

4．調査にあたっては、中国電力株式会社淘　カナツ技研工業株式会社、有限会社鹿島測量

設計杜の協力がありも　島根県教育委員会文化課上部吉博、西尾克己の両氏からはご指導

をいただいた。記して謝意を表する。

5．本書に用いた方位は、全て調査時の磁北を示す。

6．本書の編集・執筆は直接調査を担当した赤沢があたり、一部を曽田が担当した。
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◎　調査に拍たる拍ききつ
ぐ

昭和57年4月20日の島根県土地利用調整会議の議題となった中電原発2号機増設に

伴う造成工事（埋立地変更）については、当該地に遺跡の存在する可能性があるので遺跡

有無の確認調査の必要ありとの県教委通知（昭和57年4月26日付）があった。

これを受けて鹿島町教委は、昭和57年6月から7月中旬にかけて数次にわたり、県教

委担当者と共に土地所有者中国電力株式会社の立会いのもと遺跡分布確認調査を実施した。

その結果、原発構内切り土予定地及び才津谷土捨場（埋土進行中）には遺構・遺物は認

められず、本谷土捨場予定地は、樹木・下草が繁茂しており調査不能であった。また、資

材運搬道路予定地には、本報告書の対象となる古墳1基を確認した。

この調査結果をもとに、事業者中電と鹿島町教委は協議を重ね、次のような合意に達し

た。

①　本谷土捨場予定地は、下草が枯れる時期に再度分布調査をする。

（勤　資材運搬道路予定地については、当該地が工事計画上の重要地点であるため計画変

更は無理、との結論から発掘調査を実施する。

次いで、中電と町は調査委託契約を結ぶ一方、中電は昭和57年7月30日付遺跡発見

届書及び、同年8月1日付発掘届出書を提出され、鹿島町教委は8月且日付発掘通知書を

提出し、9月且日から約1ケ月間の発掘調査を開始するにいたった。　　　　（曽　田）

第1図　氏穴遺跡位置図
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Ⅲ。位置と歴史的環境

氏穴遺跡は、島根県八束郡鹿島町大字佐陀本郷字氏穴2911－1番地他に所在する。こ

の地点は、佐陀川下流域にひろがる平野の北側、地平山北東の谷奥部、標高約40仇の丘

陵尾根上に位置している。この地点からは、北西に日本海とその良港恵曇港、眼下に佐陀

本郷の水田地帯が見下され、やや谷の深い所ではあるが、交通・軍事的な側面からは、良

好な地点である。

周辺には、縄文時代早期末から中期にかけての佐太講武貝塚があり、条痕文・爪形文な
注1

どの文様をもつ縄文式土器をはじめ、石器・骨格器などが採集されている。
注2

弥生時代に入ると、集落跡と考えられる佐太前遺跡こ銅鐸2、銅剣6を出土した志谷奥
注3

遺跡が知られている。さらに日本海岸の砂丘下には、弥生時代前期から奈良時代頃までに
注4

かけての複合遺跡である酋浦砂丘遺跡がある（第3図）。

古墳時代に入ると匂総数43基からなり、大形の古墳を中心にそれに中小の古墳が付き
注5

従うといった群構成をとる奥才古墳群（町教育委員会で調査中）があり、ここからは匂伐

窮　園　氏宍遺跡と周辺の遺跡錮／5⑳⑳⑳⑳）

層。氏飛遺跡　望。富浦砂塵遺跡　3．窮魔窟墳　噂。窓番奥遺跡　5．佐尭前遺跡

．奥才窟壌群　。中尾谷出番壌群　．著魔窟磯　．尭勝間幽城跡　相。園田城跡
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製内行花文鏡、方格文鏡、石製紡錘車、石釧などが出土している。この他にも、箱形石棺
注6

を有し、棺内に礫を敷く狐掘古墳が知られている。古墳時代も後期に至ると、北講武地区
注7

に石棺式石室を内部主体とする岩屋古墳など有力な首長の墓が築かれる一方、町内各地に
注8

横穴墓が作られる。内面ドーム形を呈する峰谷寺の上横穴群、やはりドーもム形を呈し、古
注9

墳時代終末頃の寺尾横穴群（1979年町教委調査）などが知られている。

古墳時代以降では、『出雲国風土記』が著された8世紀代には、当鹿島町は、島根郡とゝ
ズ．

秋鹿郡にまたがり、氏穴遺跡の存在する佐陀川下流域（佐陀川は江戸時代の開削）は、恵
とものつつみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注10

曇陵として記載され、一面の沼沢地であったようである。さらに河口付近は、恵曇浜とし

て記され、集落のあったことが描かれている。
しらが

降って中世戦国期、毛利元就が尼子勢のたてこもる富田城・白鹿城を攻略するため宍道
あらわい

湖北岸に荒隈城を築くと、その至近距離内にある加賀荘、佐陀荘も両陣営に分かれて攻防

をくり返したようである。それらの遺跡として、殿山・海老山・大勝間，芦山・池平城跡

など、相当の規模を有する城跡が知られている。これらの城のうちには、大勝問山城のよ
注11

うに毛利・尼子の合戦の際に、戦場となり軍記物などにも名前のみえるものもある。

また、この当時は、農・漁業の他

に、江角・恵曇地区では製塩も行わ

れていたことが知られている他（多
注12

久和文書）、少し時代は降るが、佐

陀浦。水之浦・おわし・加賀浦・野

波浦など漁業だけでなく、船便を利

用した交易も行われていたようであ

り（萩藩閥閲録、天正6年2月3日
注13

の条）、多様な生産・交易のあった

ことが窺え、興味深い。

近世には、佐陀川開削がなり（寛

政1年、1789年）、宍道湖沿岸の

水害が緩和されると同時に日本海側

との水運による交易が開け、この地

域に経済的発展をもたらした。

鑑3園　富浦砂丘遺跡出土丑諒実測図（旬／3）
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Ⅲ。調査の概要

氏穴遺跡は、佐陀川北岸匂池平山から北東にのびる丘陵が、北と南西に分岐する地点に

位置しており、佐陀本郷の水田地帯、恵曇港なども眼下に見渡せる立地である。標高は38

仇から42俄にかけてである。この部分で尾根は鞍部をなしており、元および南側は急峻

な斜面となって谷へ降っている。

この鞍部に、古墳状の高まりの部分と、平坦面の部分とが認められ淘　それぞれをA区も

B区と呼んだ。

A区では、古墳として調査を開始したが匂主体部等遺構は検出されず、古墳と判断する

ことは困難であったが匂調査区内各地点で匂　ピットが点々と認められた。

また、東側の斜面でも匂道状の平坦面、さらにその下段では、ピット列が検出された。

B区平坦面では、掘立柱建物等の遺構は検出されなかったが、その北辺で盛土を行った

土塁および、不整形な丑垢が検出された。このB区は、北側に土塁を有し、南北斜面に柵

をもち、隣接ずる地平城跡の北且郭と考えられる。

以下淘　調査区毎にその概要を記すこととする。
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篇4圏　氏穴追福調査区位置圃（旬／Ⅶ◎⑳⑳⑳）
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A　匿　この調査区は、小形の古墳1基が存在すると推定されていたが、全面にわたっ

て精査したが、古墳に関連すると考えられる遺構・遺物は検出されず、古墳と断定するに
J

は至らなかった。ただ調査区内各地点で、柱穴状のピットを18個検出した。これらのピ

ットは、その殆んどが規則的な配置はとらない。

調査区東側で、幅約1．7仇の平坦面が細長く検出されたが、これは地平城主郭から北1

郭であるB区への通路的な役割を果たしていたものと考えられる。さらに、この下段から

話　圏　A区調査終了時測量図（召／2⑳⑳）

－7－



爪

⑳
⑳
喝轡騨

ゝ
も＿′

国

嘩

朝
凶
瑠

国
匝

拡



二
と謹

8

原寸
9

－1◎二 ＝く込‡
≧i羞

5

1．赤褐色土層（炭化物、壌土多い）

2．黄境がかった赤褐色土層

11

篇島国　A匿丑墟雲測圏（ld／冨⑳）

ピット群が検出され、標高約38．3仇前後に分布し、その位置から柵の柱穴と考えられる。

これらのピットは、非常に浅いが、急な斜面のために上層の土砂が流失したものと考えら

れる。この柵は、上段の通路を下方谷部からの攻撃から防御するために設けられたと考え

られる。

その他、調査区内各地点で検出されたピットは、いずれも黒褐色土がつまっているが、

この土層内には多くの炭化物、焼土を含んでいる。ピットの径は、最大62C椚、最小12

C閑で、深さは、最も深いもので59仰、浅いもので16の乃である。いずれも規則的な配置

はとらないが、東側斜面の柵列と同様に、防御的な役割を持たせた乱杭などの柱穴であろ

うと考えられる。

A区のピット群は、後述するB区のそれと比較すると全体に大きく、深い。

遺物は出土しなかった。

－9－



忍　匿∈地平城跡北瑠郭）　B区は、池平山から延びる丘陵尾根が北と東に分れる地点

に位置し淘北東、南西二万が急な斜面となって谷に降っている。

検出された遺構は匂平坦面北側の低平な土塁、北と南の斜面に柵の柱穴と考えられるピ

ット群も平坦面上の不整形な土砿等である。遺物は出土しなかった。

平坦面は、地山を削って作られており、全体に約20の乃ほどの薄い堆積土層が認められ

た。土塁は、平坦面を作る際の削平された排土を盛って作られたと考えられる。保存状態

はあまり良好でなく匂長さ約且5．2仇、幅且．5隅、高さ0．2俄を測り、崩壊が著しくも地山

並を盛った基底部のみが残存したものと思われる。

平坦面北側斜面の柵は、且0個の柱穴が標高40．5～40．75飢前後にほぼ一列に並んで検

出された。近いものでは、掘方をほぼ接して、遠いものでも約35G間の間隔で、3仇足ら

ずのうちに並ぶ。部分的にしか検出できなかったが匂土塁の外側にさらに柵列を設けてお

り、この北側に防御の主眼がおかれているようである。南側斜面では22個のピットが検

出されている。規則的な配置はとらないが、ほぼ40仇の等高線に沿って分布しており、

柵の柱穴と考えられる。相接して設けられたり匂上下にふれたりしているので、何回かに

わたって建てかえが行われているようである。B区の柱穴群もA区と同様、黒褐色土層の

埋土に炭化物を多く含んでいるが、全体に小形で、径は0～29．5の閑、深さもほ0～46．0の閑

と浅い。

鑑雪国　迅匿調査簿苛時測量図の（旬／空⑳⑳）
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賃相国　B区調査終了時測量図（2）（¶／用0）
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爵醐因　B区立砿実測図獅／3⑳）

平坦面上の土垢は、郭の中心よりやや西に偏り、土塁の内側で検出され、長さ2．80仇、

幅1．15例、深さ0．60軌を測る。地山を雑に掘りくぼめた．だけのもので、用途は不明である。

平坦面の東側では、長さ約5．5例、幅約1．8例、深さ約0．3仇の清を設けて、郭を切断

し、方形台状の壇状の部分を造り出している。この方形壇上面では何らの遺構も検出され

てはおらず、用途は不明であるが、この南側斜面で、柵の柱穴が集中して検出されている

ことも考え合わせると、この郭の防衛上、何らかの重要な役割を持っていたことは十分想
注14

像できるところである。さらに、この壇のすぐ北東は、傾斜がついてB区から南東にのび

る細尾根へ続いており、道的な部分と考えられる。この続きの尾根には明瞭な郭は認めら

れないが、この道状の部分がのびることも考えると、この尾根続きにさらに郭が存在して

いたことが想像される。

この池平城跡北1郭は、主郭部分からのびる尾根が、背後の山塊と尾根でつながる部分

に位置し、この城の防衛上最も脆弱な部分をおぎなうために設けられたものと考えられる。

しかし、主郭から大きく離れている上に、土塁・柵にしても、それほど強固なものでない

ことも考え合わせると、優勢な兵力で攻められた場合には、主郭方面へひきあげる捨郭的

な性格のもののようである。

また、A・B両区ともに出土した柵の柱穴群がいずれも多くの炭化物を含み、ピットに

よっては焼土をも含んでいるのは、ピットに立てられた木杭等が激しく焼かれるような事

があったためと考えられる。文献には見えないが、この城をめぐっての戦いが行われたこ

とを示すものであろう。
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Ⅳ。小　　　紙

地平城跡の各斜面は急な傾斜となって谷に降る天険の地にあり、丘陵の細尾根を利用し

て8郭を設けている。この城の北且郭である氏穴遺跡B区は、大きく平野にせり出す丘陵
からめて

が背後の山塊と連なる地点に位置しており匂　この城の鰯手となっている。

主郭は匂長さ約70仇と長いが匂　幅は地形に制約されて8～且5例と狭い。主郭から西

へのびる尾根には西且～3郭匂南へのびる尾根には南風　02郭が設けられているが匂　それ

ぞれの尾根と主郭の問は堀切によって切断されている。

西且郭は長さ約4の隅匂幅約5俄の細長い郭である。西2　03郭は丘陵突端に位置し、

西方の海岸部を望むには絶好の地である。三方は急峻な斜面となって降っている。

商い2郭は小さな郭群ではあるが㍉主郭との問の尾根は深い堀切によって切断されている。

主郭北東から南東へ派生ずる尾根には東且郭が位置しているが匂　ゆるやかな傾斜で降る

尾根止では、郭の大きさはそれほど明瞭でない。地形からは淘現在削られてはいるが匂　こ

の東且郭の先端にもさらに郭が存在したことは想像に難くない。

篇相国　泡平城恕鴫副因（召／馴錮柑）
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第柑園　周辺の城跡分布図錮／鴫◎⑳⑳）

池平城跡は、ほぼ独立した丘陵を利用したかなり大形の城跡といえ、立地からは、佐陀

本郷の平野および、恵曇地区の海岸線を見張る目的で築城されたものと考えられる。

文献上にも、この地平城跡は、わずかに見え、『雲陽誌』には、

「古城池平山といふ、城主朝山安芸守と云人なり」
注15

とある他、「朝山家系図」によれば、池平城は応永6（1399）年、朝山昌時が築城し、

昌時（安芸守）の後、昌景（肥前守）、貞昌（越前守）、利綱（安芸守）が拠り、利綱は

芦山城も築き、尼子勢に属していたが、永禄5（1562）年、毛利勢との戦乱で一族のほ

とんどが戦死し、朝山家は一時断絶したが、その後再興し、佐太神社神主として現在に至

っているといい、室町時代を通じて使用された山城であることがわかる。文献で年代の判

明する山城としても貴重である。
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注

且．山本清「佐太講武恩塚」（『講武村誌』　′55）

2．山本清「佐太橋付近の弥生式遺跡」（『講武村誌』　′55）

3．『志谷奥遺跡』　鹿島町教育委員会　′76

4．金関文夫e小片丘彦「着色と変形を伴う弥生前期人の頭蓋」（『人類学雑誌』69－

3匂　4）

5．東森市艮「日本海の三つの地域　出雲」（『歴史公論』　′83。3）

赤沢秀則「奥才古墳群について」（『八雲立っ風土記の丘』59）

6．『鹿島の遺跡小集』　鹿島町教育委員会　′79

7．梅原末治e石倉輝栄「出雲における特殊古墳　申ノ申」（『考古学雑誌』且1－3）

「岩屋古墳」（『菅田考古』且5　島根大学考古学研究会　′79）

8．注6に同じ。

9．注6に同じ。

且0．加藤義成『校注出雲国風土記』′65による。

且且・香川正矩原『陰徳太平記』（正確2年匂　且712）

且2．勝田勝年編『鹿島町史料』′76所収。

13．注12に同じ。

摘．地平城主郭南端に同様の壇状の高まりが認められる。そこは、韮郭上面でも最高所で

最も眺望にすぐれた地点となっている。

且5．『八束郡誌』′26所収。
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図版1

氏穴遺跡遠景（北から、後方の小高い山が地平城跡）

氏穴遺跡調査終了時近景（東から）



図版　2

A区ピット群

（東側斜面）

A区ピット接写



図版　3

B区南側斜面



図版　4

B区土塁断面

B区ピット群

（南側斜面）

B区ピット群

（北側斜面）
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